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第１章 計画の推進体制 

 

１ 連携体制 
（１）庁内組織との連携 

庁内においては、社会福祉課を中心に、障がい者の健康・生きがいづくり、保健、医

療、生涯学習、まちづくりなどを担う関係各課による横断的な連携体制を強化し、本市

の地域の実情に合った施策を企画・展開していきます。 

 

（２）関係機関、事業所との連携 
これまでの行政サービスや障がい福祉サービスだけでは、障がい者の自立や利用者本

位によるサービス提供、家族等への支援など困難な部分もあります。 

障がい者や家族が地域で生活することへの安心感を高めるためには、障がい者団体や

ボランティア団体による活動、ＮＰＯ活動、そして多くの地域住民の理解と協力を促進

し、きめ細やかなサービス提供や情報提供体制を確立する必要があります。 

また、障がい福祉サービス事業者が適正な運営とサービスの質の向上を図るよう、指

導、助言等を行い、事業者の取り組みを支援していきます。 

また、多様化・高度化するニーズに適切に対応するために、障がい福祉に関わる職員

の知識及び資質の向上に努めます。 

 

（３）地域住民等との連携 
地域住民、ボランティア、福祉関係団体、サービス事業者、医療機関等と行政とが、

それぞれの役割を果たしながら協力し、障がい者が地域で安心して生活できる地域包括

ケアシステムの実現をめざします。 

また、地域の将来を担う子どもたちが福祉について正しく理解するための福祉教育や、

地域の人々が福祉に対する意識を高め、福祉活動に積極的に参画するように、地域福祉

の理念に基づき、地域全体で福祉を支えていく仕組みの構築を図っていきます。 
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２ 計画の推進（点検・評価） 
計画をより具体的なものとするため、また、計画の実施がその目的に照らして効果的

であるかどうか等を検証するために、実施状況等の点検が不可欠となります。 

計画の進行管理は、社会福祉課が中心となり、計画の進捗状況の把握・点検と目標達

成状況の評価を行い、取り組みの改善につなげていきます。計画に基づく障がい者施策

の推進にあたっては、様々な社会状況などを踏まえながら、「ＰＬＡＮ（計画）→ＤＯ

（実行）→ＣＨＥＣＫ（評価）→ＡＣＴＩＯＮ（改善）」を行うことにより目標の実現

を目指していきます。 

評価については、事業の実績や指標などを用いて評価を実施し、必要に応じて計画の見

直しを行います。その後、計画期間の最終年度において、総括的な最終評価を行います。 

 

 

 


